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࠰

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
わ
が
喜
界
島

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
と

相
次
ぐ
台
風
に
見
舞
わ
れ
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
い
ち
早
く

日
々
の
活
動
に
励
ま
れ
、
心
強
く
、
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
町
政
の
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少

で
あ
り
ま
す
が
最
近
、
転
出
・
転
入
の
差
が

若
干
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
引

き
続
き
産
業
振
興
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
畜

産
・
園
芸
な
ど
の
複
合
型
農
業
の
推
進
、
観

光
客
の
誘
致
、
特
産
品
開
発
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
育

て
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
の
充
実
、
学

校
教
育
を
含
む
人
づ
く
り
の
展
開
、
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
万
般
の
政
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
格
的
な
超
少
子
高
齢
社
会
を
間

近
に
し
た
今
、
私
た
ち
が
忘
れ
が
ち
な
以
前

の
島
の
良
さ
「
結
い
」
の
心
な
ど
を
も
う
一

度
取
り
戻
す
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
「
小
粒
で
も
き
ら
り
と
輝
く
い
い
島
」
建

設
に
向
け
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

喜

界

町

長
　

　

　

　

　

　

　

川

島
　

健

勇

～ž小粒ưǋƖǒǓƱ輝Ƙいい島ſǛ目指ƠƯ～
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
と
自
ら
の

未
来
を
拓
く
教
育
の
推
進
〜
や
る
気
に
み
ち

た
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
〜
」
を
基
本
理

念
に
掲
げ
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、

皆
様
の
ご
活
躍
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
城
久
遺
跡

が
国
指
定
の
文
化
財
と
な
り
、
大
変
う
れ
し

く
、
誇
ら
し
く
思
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
は
、
学
校
再
編
7
年
目
を
迎
え
ま
す
。

各
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、
喜
界
高
校
で
、

落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
さ
ら
に
教
育
が
充

実
・
発
展
し
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
、
各
家
庭
や
地
域
で
、

「
一
町
民
＝
一
学
習
（
読
書
・
郷
土
学
習
等
）・

一
ス
ポ
ー
ツ
・
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
心
掛

け
、
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
お
こ
し
・
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
手
を
取
り
合
っ
て
、
行
動
し
ま

し
ょ
う
！

　
　

喜

界

町

教

育

長
　

　

　

　

　

　

　

積

山
　

泰

夫

～ƾǔさƱƱ自ǒƷ未来Ǜ拓Ƙ！～

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
道
路
、
畑

地
の
り
面
崩
壊
、
百
の
台
に
刻
ま
れ
た
幾
重

の
崩
落
と
予
想
し
な
い
被
害
を
受
け
、
雨
に

強
い
島
の
神
話
を
見
事
に
打
ち
砕
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
人
命
に
関
わ
る
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
こ
れ
も
町
行

政
、
町
民
一
体
と
な
っ
た
危
機
管
理
体
制
の

充
実
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
姉

妹
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
伊
佐
市
か
ら
は
、

災
害
復
旧
に
長
期
に
わ
た
り
職
員
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
す
る
も

の
で
す
。

　

議
会
は
先
の
所
管
事
務
調
査
で
２
つ
の
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
世
界
遺
産
登
録
後
の
交
流

人
口
の
増
加
、
交
流
人
口
の
受
入
体
制
、
喜

界
園
の
民
間
活
力
等
を
見
据
え
た
調
査
を
終

え
12
月
議
会
で
の
報
告
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
会
中

継
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。
今
後

と
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
議
会
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

喜

界

町

議

会

議

長
　

　

　

　

　

　

　

外

内
　

千

里

～災害ƴ強いǇちƮƘǓǛ～
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私
た
ち
年
男
・
年
女

年
の
抱
負

　

2
0
1
8
年
は「
戌
年
」。

　

昭
和
9
年
生
ま
れ
か
ら
平
成
18
年
生
ま
れ

ま
で
の
戌い
ぬ

年
の
皆
さ
ん
に
新
年
の
抱
負
に
つ

い
て
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介

し
ま
す
。

戌

い

ぬ

趣味と健康づくり
　昭和 49 年の本町開催の郡体
で弓道を見たことがきっかけで
翌年から弓を始めました。7度目
の干支戌年 84才、今も続けてい
ます。これまで元気で来られた
のも家族や親族の支えがあった
からだと感謝の念でいっぱいで
す。弓道は 1人でも出来、若い
人達との交流もあります。又た
まにゴルフもしており、これか
らも趣味と健康づくりを体調に
合わせて続けて行くつもりです。

倉本　倉本　禎禎
ていひこていひこ

彦彦  さんさん
（中里）（中里）

昭和9年
生まれ

感謝を込めて「ありがとう」
　私の人生も84 年を迎え、振
り返ってみると太平洋戦争と終
戦、その後の本土復帰などと
時代の荒波を乗り越えた時期
もありました。
　志戸桶十五夜会や婦人会、
長寿会活動などにも関わってき
ましたが、いつも家族や地域の
人々の協力があったからこその
ことです。周囲への感謝「あり
がとう」の言葉とともに残りの
人生を送りたいと思います。

伊牟田　伊牟田　正正
ま さ こま さ こ

子子  さんさん
（志戸桶）（志戸桶）

昭和9年
生まれ

やりがい
　現在、埋蔵文化財発掘作
業員をしています。現場で
は三千年前の縄文時代の住
居跡、石器、壺等が大量に
出土しています。この様に
大変面白く貴重な作業に従
事出来るのは行政や地域の
皆様のお蔭です。
　人生の終盤に心躍る仕事
を頂き感謝。新しい発見を
夢見てファイト！ 新山　新山　雅雅

ま さ みま さ み

美美  さんさん
（赤連）（赤連）

昭和21年
生まれ

出会いを大切に
　6回目の戌年を元気で迎
えることができ大変うれ
しく思います。顧みると
PTA活動、婦人会活動を
通して多くの人と素晴らし
い出会いがあり、様々な面
で支えて頂きました。感謝
しています。夫の定年後は、
ふたりで旅行するのが楽し
みです。今年も新しい出会
いを求め旅行の計画を立て
ています。

永　永　房房
ふ さ えふ さ え

枝枝  さんさん
（白水）（白水）

昭和21年
生まれ

戌が笑えば福来たる
　あけましておめでとうござい
ます。昨年は各方面で騒がしい
話題が絶えませんでした。お蔭
様で、世情に惑わされる事なく
穏やかに新年を迎える事が出来、
還暦を境に『弾けた老人』を目
指して愉快に精進して行こうと
ワクワクしています。これまでの
出会いに感謝！そしてこれからの
出会いに胸躍らせて、年を重ね
て行こうと思います。皆様方に
も幸せ多き年でありますように。

岡村　岡村　光光
みつのりみつのり

哲哲  さんさん
（湾）（湾）

昭和33年
生まれ

笑顔でいこう！！
　今年、気持ちだけは若い
つもりの私が還暦を迎えま
す。家族、兄妹、友達、地
域の方々に支えられてこの
日を迎えられ、感謝してい
ます。仕事上多くの方々と
接しながら会話の中で学ぶ
事も多くあり、充実した
日々を過ごしています。
　これからも笑顔で人との
つながりを大切にしていき
たいと思います。

上園田　上園田　香香
か よ こか よ こ

代子代子  さんさん
（小野津）（小野津）

昭和33年
生まれ
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日々努力
　早くも 4度目の年男を迎
えます。2人の子供も成長
し、長男は今年大学へ進学
します。
　最近では教わる事も多
く、自分も日々勉強だなぁ
と感じています。
　健康に気をつけて親とし
ての責任を果たせるよう努
力していきたいと思いま
す。 平　平　康康

やすゆきやすゆき

之之  さんさん
（赤連）（赤連）

昭和45年
生まれ

動ける！走れる！
　時間を精一杯楽しもう
　明けましておめでとうござ
います。
　音楽と出会いバンド活動を
始めたのが帰郷した 27 才の
時。その後、40 才を前に以
前から興味のあった舞踊を始
め、42 才で新極真空手に入
門し現在も厳しい練習を子供
達と一緒に楽しんでいます。
　平均寿命 87才、残り33才、
精一杯楽しもう！ 槇野　槇野　秀秀

ひ で こひ で こ

子子  さんさん
（赤連）（赤連）

昭和45年
生まれ

チャレンジ
　明けましておめでとうご
ざいます。
　昨年は、家族、職場、地
域の方々に支えられ充実し
た年となり、周囲の皆さん
に心から感謝しています。
　今年は、年男ということ
で新たなことにチャレンジ
して頑張っていきたいと思
います。

榊　榊　良良
りょうたりょうた

太太  さんさん
（湾）（湾）

昭和57年
生まれ

想いをカタチに
　島に帰ってきて 3年。今
年は年男・年女の同窓生と
の元旦駅伝からの始まりで
した。
　今年は自分の中で感じる
ものや想いを色んな「カタ
チ」に出来たらと思います。
この島で子供たちと同じよ
うに五感で感じながら、人
との出会いや繋がりに感謝
し、日々笑顔いっぱいで過
ごしていきたいです。

吉内　吉内　夏夏
な つ みな つ み

美美  さんさん
（小野津）（小野津）

昭和57年
生まれ

一からのスタート
　去年の 4月から漁師とし
て独立し、海の上での仕事
の苦労や釣れた時の喜びな
ど、昨年一年間たくさんの
経験を積みました。
　漁師としてまだまだ未熟
な面はたくさんあります
が、喜界島の漁業の発展の
ために一生懸命頑張りたい
と思います。

米盛　米盛　幸幸
こ う たこ う た

汰汰  さんさん
（早町）（早町）

平成6年
生まれ

全てにありがとう様
　明けましておめでとうご
ざいます。2回目の節目の
年を喜界島で迎える事がで
きてとても嬉しく思いま
す。今年も沢山の経験をし
て自分磨きの１年にしたい
です。
　これからは大人としての
責任を持ち、今ある幸せに
感謝して毎日を過ごしま
す。 小林　小林　佳佳

か な こか な こ

奈子奈子  さんさん
（羽里）（羽里）

平成6年
生まれ

今年の抱負
　今年僕は、最高学年の 6
年生になります。6年生と
して、下級生に頼られる存
在になれるよう、頑張りた
いです。
　そのために、勉強はもち
ろんですが、その他に家の
手伝いや学校のボランティ
ア活動も頑張っていきたい
と思います。

竹井　レン 竹井　レン くんくん
（羽里）（羽里）

平成18年
生まれ

私の目標
　私は、今年最高学年にな
ります。
　ですが、私は下級生を
引っ張れるかとても不安で
す。なぜなら、私は今まで、
全然下級生のお手本となる
ことができなかったからで
す。
　なので、最高学年になる
につれてお手本になること
が私の目標です。 叶　叶　紗紗

さ ゆ きさ ゆ き

優希優希  さんさん
（浦原）（浦原）

平成18年
生まれ
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新成人（男子45人・女子42人　計 87人）新成人（男子45人・女子42人　計 87人）

実行委員長の実行委員長の
榮光里さん榮光里さん

　

喜
界
町
成
人
式
実
行
委
員
会
な

ど
が
主
催
す
る
平
成
30
年
喜
界
町

成
人
式
が
１
月
２
日
、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
式
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
島
の
3
人
組
バ
ン

ド
「
や
ー
に
ん
じ
ゅ
」
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
、
界
眞
子
さ
ん
が
島
唄
を
披

露
し
、
新
成
人
を
祝
福
し
た
。

　

式
は
、
実
行
委
員
会
の
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
町
民

憲
章
の
朗
読
が
あ
っ
た
。

　

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
で
榮
光ひ
か
り里

さ
ん
は
「
私
は
将
来
、
島
の
活
性
化

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
現
在
は
東
京

で
勉
強
を
し
て
い
る
。
私
た
ち
に
今

で
き
る
こ
と
は
、
社
会
を
知
り
、
価

値
観
を
広
げ
、
多
く
の
人
と
出
会

い
経
験
を
重
ね
、
や
り
が
い
を
見
つ

け
る
こ
と
。
私
は
、
物
事
が
成
就
す

る
よ
う
に
最
大
限
努
力
を
し
た
先
に

あ
る
「
物
事
は
な
る
よ
う
に
な
る
」

の
精
神
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
精
一
杯
切
り
開
い
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

　

川
島
健
勇
町
長
は
式
辞
で
「
う
れ

し
い
時
、
困
っ
た
時
な
ど
様
々
な
場

面
で
島
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

喜
界
島
は
み
ん
な
が
帰
っ
て
く
る
の

を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
祝
辞
や
励
ま
し
の
言
葉

が
あ
り
、
町
か
ら
記
念
写
真
目
録
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

新
成
人
に
贈
る
言
葉
で
は
、
東

京
出
身
で
13
年
前
に
喜
界
島
に
移

住
し
昔
な
が
ら
の
製
法
で
黒
糖
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
杉
俣
紘
二
朗
さ

ん
（
39
）
が
「
私
の
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
二
つ
の
シ
。
一
つ
目
は
、
私

は
仕
事
で
は
な
く
志
事
だ
と
考
え

て
い
る
。
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
あ

る
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
、
最
初
は
一

人
の
志
も
し
く
は
志
を
共
有
し
た
仲

間
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
車
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
も
し
か
り
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

大
切
な
の
は
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
志
を
自
分
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
て
世
の
中
に
提
供
す
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
死
と

い
う
も
の
を
真
剣
に
考
え
た
時
、
死

は
誰
に
で
も
必
ず
訪
れ
る
も
の
と
わ

か
る
。
そ
れ
は
親
、
恋
人
、
そ
し
て

自
分
に
も
訪
れ
る
。
そ
れ
を
具
体
的

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
身
近

に
い
る
大
切
な
人
た
ち
に
感
謝
の
言

葉
や
愛
情
を
本
当
に
心
か
ら
伝
え

ら
れ
た
り
、
自
分
を
見
失
わ
な
い
よ

う
な
生
き
方
が
で
き
る
と
思
う
。
最

後
に
皆
さ
ん
、
自
分
ら
し
く
大
き
な

世
界
で
楽
し
く
生
き
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
熱
く
激
励
し
た
。

　

新
成
人
の
抱
負
で
は
代
表
の
園
田

裕
二
郎
さ
ん
（
佐
手
久
）
が
「
私
は

現
在
、
神
奈
川
県
で
仕
事
を
し
て

ᅔ

࠯

成

࠯

成

3030

࠰࠰

　

喜

界

町

成

人

式

　

喜

界

町

成

人

式

新
成
人

新
成
人
8787
人
が
人
が

　
　

晴
れ
の
門
出
を
祝
う

　
　

晴
れ
の
門
出
を
祝
う

お
り
、
大
変
で
は
あ
る
が
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。
職
場
を
は
じ
め
と

す
る
周
り
の
環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ

感
謝
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
島
に

帰
っ
て
実
家
の
農
家
を
継
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
親
へ
の
恩
返

し
、
そ
し
て
島
へ
の
恩
返
し
に
な
る

と
考
え
る
。
も
う
し
ば
ら
く
は
都
会

で
友
人
ら
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
仕

事
に
励
み
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
き
た
い
」
と
決
意
を
話
し
た
。
式

の
最
後
は
、
嶺
義
久
副
町
長
が
新
成

人
の
栄
え
あ
る
将
来
を
祈
念
し
て
万

歳
三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

抱負を述べる抱負を述べる
園田裕二郎さん園田裕二郎さん

新成人へ語りかける新成人へ語りかける
杉俣紘二朗さん杉俣紘二朗さん

司会を務めた新成人の向井結子さん 6



歌で新成人を祝福「やーにんじゅ」の3人歌で新成人を祝福「やーにんじゅ」の3人

界眞子さんは島唄で祝福界眞子さんは島唄で祝福
はやしは前泊佑香さんはやしは前泊佑香さん

受け付けも新成人たちで行います受け付けも新成人たちで行います

司会を務めた新成人の向井結子さん司会を務めた新成人の向井結子さん

記念写真目録を受け取る新成人の榮優真さん記念写真目録を受け取る新成人の榮優真さん
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平成 30 年喜界町成人式特別企画平成 30 年喜界町成人式特別企画

新成人に聞いてみました！広報
きか
い お～い！喜界島

※ このページの動画を※ このページの動画を
「お～い！喜界島」の「お～い！喜界島」の
フェイスブックページフェイスブックページ
からご覧になれます。からご覧になれます。

Ｑ 1　喜界島のいいところって何ですか？

優しいところ !優しいところ !
春日 春日 駿駿

しゅんすけしゅんすけ

介介さんさん（先山）（先山） 住岡 住岡 真真
し ん じし ん じ

至至さんさん（湾）（湾）

きれいな海 !きれいな海 !
榮 榮 光光

ひ か りひ か り

里里さんさん（伊実久）（伊実久）

“人”!“人”!

Ｑ 2　挑戦したいこと（抱負）は何ですか？

働　く　!働　く　!
佐久田 佐久田 大大

や ま とや ま と

翔翔さんさん（川嶺）（川嶺）

資格取得 !資格取得 !
上原 上原 舞舞

まいまい

さんさん（荒木）（荒木）

喜界島の活性化 !喜界島の活性化 !
西村 西村 賢賢

け ん たけ ん た

太太さんさん（伊実久）（伊実久）

人脈を広げる !人脈を広げる !
廣 廣 知知

と も こと も こ

子子さんさん（上嘉鉄）（上嘉鉄）

Ｑ 3　両親へのメッセージを教えてください！

感　謝　!感　謝　!
盛 盛 賢賢

け ん きけ ん き

喜喜さんさん（上嘉鉄）（上嘉鉄）
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

平
成
29
年
度
後
期
や
る
気
塾
開
校
式

重
要
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

第
64
回
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

　

11
月
19
日
に
荒
木
保
食
神
社
で
校
区

民
・
関
係
機
関
を
含
む
約
50
名
が
参
加
し
、

文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
し
た
１
月
26
日
を
中
心
に
全
国

的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、
国
民

一
般
の
文
化
財
保
護
思
想
を
図
ろ
う
と
す

る
目
的
で
、
毎
年
、
喜
界
町
で
は
旧
小
学

校
校
区
を
持
ち
回
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
本
町
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
繁
期
に

入
る
前
に
実
施
）

　

当
日
は
、
荒
木
保
食
神
社
か
ら
出
火

し
た
と
の
想
定
で
、
火
事
を
い
ち
早
く
消

し
止
め
重
要
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
区
民
の

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
の

後
、
喜
界
消
防
分
署
と
荒
木
消
防
団
が
連

携
し
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
島
地
区
消
防
組
合
喜
界
分
署

員
に
よ
る
消
火
実
演
指
導
や
外
内
淳
文
化

財
保
護
審
議
会
長
に
よ
る
講
話
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
２
日
（
土
）
喜
界
町
役

場
で
後
期
や
る
気
塾
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
後
期
は
、
町
内
の
小
学
生
16
名

が
意
欲
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
先

生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
供
た
ち
の
や

る
気
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
後
期

も
実
験
や
物
づ
く
り
、
外
国
語
活
動
な
ど

を
通
し
て
子
供
た
ち
の
思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。
参
加
者

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
当
日
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
講
座
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

月　日 内　容

2月 3日
喜界高校の先生と国語の秘密を探ろう
　 喜界高校͈若松先生̦漢字͈秘密ͅ
̾い̀教え̀くͦます。

2 月 17 日 マリオ先生と英語を話そう
　英語͉話せ͊話すほ̓身̧̾ͅます。
　楽しく会話しましょう。2 月 24 日

3月 3日
閉校式

色がつく？つかない？
　白黒͈̈́ͅ色̦̾い̀見えͥ！？
　そん̈́こ͂̽̀あ͈ͥ́しょう̥？

早
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
活
動
取
組
を
発
表

　

12
月
17
日
（
日
）
早
町
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
町
内
各
小
中
高
校
保
護
者
や

関
係
者
、
教
育
関
係
者
２
０
０
名
余
り
の

参
加
の
も
と
、
平
成
29
年
度
喜
界
町
教
育

委
員
会
委
嘱
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
公
開
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
究
公
開
で
は
、
「
子
ど
も
も
親
も
共

に
成
長
し
あ
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し

て
」
を
統
一
研
究
主
題
と
し
て
、
早
町
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
川

原
慎
一
会
長
を
講
師
に
招
き
、
「
こ
れ
か

ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
積
極
的

に
メ
モ
を
と
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更
な
る
発
展
を

期
待
さ
せ
る
研
究
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

12
月
10
日
（
日
）
に
町
体
育
館
に
て
、

第
２
回
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
会
行
事
で
は
、
積
山
泰

夫
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

外
内
千
里
さ
ん
と
伏
見
健
さ
ん
へ
教
育
部

門
の
喜
界
町
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
講
座
皆
勤
賞
と
長
寿
者
学

級
皆
勤
賞
が
各
対
象
者
代
表
の
平
明
代
さ

ん
と
島
崎
久
代
さ
ん
へ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
に
は
、
公
民
館
講
座
や
自
主

講
座
な
ど
20
団
体
が
日
頃
の
成
果
を
発
表

し
、
詰
め
か
け
た
町
民
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内

で
は
受
講
生
ら
の
作
品
展
示
や
お
点
前
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
の
外
で
は
、
お
魚

ま
つ
り
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ミ
ニ
ト

ラ
ッ
ク
の
試
乗
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
後
に
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
岡
本
安
代
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ン
シ
ョ
ン
高
め

の
講
演
は
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込

み
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

浜田早町小ＰＴＡ会長浜田早町小ＰＴＡ会長

川原県ＰＴＡ連合会会長川原県ＰＴＡ連合会会長

舞台発表の様子舞台発表の様子

岡本安代さん岡本安代さん

迅速な消火活動が迅速な消火活動が
町民の生命・財産を町民の生命・財産を
火災から守ります！火災から守ります！
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～ 夢 追 い 人  プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 編 ～

舞舞
台
∢
島
⇿
移
し

台
∢
島
⇿
移
し

　
　
　

次
⇾
る
∷
テ
ー
∶
へ

　
　
　

次
⇾
る
∷
テ
ー
∶
へ

岩
いわした

下   雅
まさひろ

大  選手（33）
昭和 59年 坂嶺出身
中学まで島で歩み高校進学
で島を出る。大学時代に
格闘技と出会いプロ格闘家
として38戦のキャリアを持
つ。坂嶺在住。湾出身の
奥さんと3人の子どもの 5
人家族。

PROFILE

　

昨
年
11
月
23
日
、
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
「
K
‐
1 

W
O
R
L
D 
G
P 

2
0
1
7 

初
代
ヘ
ビ
ー
級
王
座
決

定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
出
場
し
た

岩
下
雅
大
選
手
。
ロ
ー
キ
ッ
ク
で

の
攻
め
を
軸
に
健
闘
し
た
も
の
の

対
戦
相
手
ロ
エ
ル
・
マ
ナ
ー
ト
選

手
の
強
烈
な
ミ
ド
ル
キ
ッ
ク
を
受

け
惜
し
く
も
一回
戦
で
敗
退
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
プ
ロ
の
格
闘
家
と
し

て
大
阪
や
東
京
で
活
躍
し
て
き
た

岩
下
選
手
だ
が
、
実
は
こ
の
ほ
ど

ふ
る
さ
と
喜
界
島
に
帰
っ
て
き
た
。

今
後
は
島
で
さ
と
う
き
び
農
家

と
し
て
励
ん
で
い
く
と
い
う
岩
下

選
手
は
「
昨
年
の
K
‐
1
初
代

ヘ
ビ
ー
級
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
際
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
を
い
た

だ
き
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
。
試

合
は
負
け
て
し
ま
っ
た
が
ロ
ー
キ
ッ

ク
を
あ
と
２
、３
発
当
て
ら
れ
て
い

れ
ば
倒
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
状
況
ま
で
持
っ
て
い
け
、
外
国

人
選
手
相
手
に
通
用
す
る
と
い
う

手
ご
た
え
を
感
じ
た
。
今
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
事
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
確
信
で
き
た
。
た
だ

し
、
体
格
差
の
あ
る
外
国
人
選
手

た
ち
相
手
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝

ち
上
が
っ
て
い
く
の
は
至
難
の
業
。

そ
こ
を
目
指
す
に
は
、
海
外
に
拠

点
を
置
き
、
外
国
人
選
手
た
ち
と

日
常
的
に
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
試
合

な
ど
を
こ
な
し
て
い
か
な
い
と
難

し
い
。
自
分
が
も
う
少
し
若
け
れ

ば
海
外
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
33
と
い
う
年

齢
に
加
え
家
族
も
あ
る
今
の
自
分

に
そ
の
選
択
は
な
か
っ
た
」
と
話

し
た
。
島
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
「
小
さ
い
頃
か
ら
島
の
さ

と
う
き
び
農
家
の
長
男
坊
と
し
て

育
っ
て
き
て
、
こ
の
歳
ま
で
好
き

な
事
を
や
っ
て
き
て
十
分
に
夢
も

見
れ
た
。
父
親
と
も
昨
年
は
じ

め
に
「
今
年
で
結
果
を
出
し
て
帰

る
か
ら
」
と
約
束
し
て
い
た
。
今

後
は
、
島
の
さ
と
う
き
び
農
家
と

し
て
父
の
背
中
を
追
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
7
い
き
た
い
。
Ｋ
‐
1
選

手
と
し
て
の
契
約
が
今
年
の
11
月

ま
で
継
続
す
る
の
で
、
機
会
が
あ

れ
ば
島
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。
島
の
皆
さ
ん
に
早
く
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
島
の一員
と
し
て
の
意

気
込
み
を
話
し
た
。

中央公民館の特設会場でも
多くの町民が声援を送った

さとうきびの収穫作業に精を出す

強烈なミドルキックを決める岩下選手
 (C)M-1 Sports Media  (C)M-1 Sports Media 

幕
下
定
着
∢
目
指
す

幕
下
定
着
∢
目
指
す

　

本
町
出
身
の
大
相
撲
力
士
で
あ

る
霧
乃
龍
さ
ん
（
20
）
は
昨
年
、

初
の
幕
下
入
り
を
果
た
す
な
ど
着

実
な
成
長
を
見
せ
て
い
る
。
取
材

に
対
し
て
霧
乃
龍
さ
ん
は
「
初
の

幕
下
入
り
と
な
っ
た
7
月
場
所
は
、

強
い
緊
張
と
不
安
の
中
で
も
勝
ち

越
せ
た
。
翌
9
月
場
所
は
負
け
越

し
こ
そ
し
た
が
、
相
撲
内
容
は
悪

く
な
く
、
自
分
の
相
撲
を
取
り
き

れ
ば
幕
下
で
も
勝
て
る
と
確
信
し

た
。
11
月
場
所
は
初
日
か
ら
の
2

連
敗
な
ど
が
あ
り
、
途
中
1
勝
3

敗
と
後
が
な
く
な
っ
た
が
、
そ
こ
で

「
し
っ
か
り
準
備
し
て
自
分
の
相

撲
を
取
り
き
る
だ
け
。
勝
敗
は
そ

の
結
果
に
過
ぎ
な
い
」
と
開
き
直

る
こ
と
が
で
き
、
4
勝
3
敗
と
勝

ち
越
せ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
今

年
の
目
標
は
「
ま
ず
幕
下
に
定
着

す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
四
股

な
ど
の
基
本
の
反
復
練
習
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
」
と
意
気
込
ん
だ
。

霧
きりのりゅう

乃龍  昇
しょう

さん（20）
平成 9年塩道出身
喜界中学校－陸

みちのく

奥部
屋 １８４㎝ １４０㎏
最高位  幕下 52
今年の1月場所は三
段目8 枚目で出場し
幕下返り咲きを狙う。

PROFILE

島の激励会
であいさつ

第
２
の
人
生
へ

第
２
の
人
生
へ

　

本
町
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
、

原
泉
さ
ん
（
25
）
が
昨
年
末
で
引

退
し
た
。
原
さ
ん
は
上
嘉
鉄
出
身

で
喜
界
高
校
か
ら
第
一工
業
大
学
へ

進
学
。
大
学
４
年
次
の
ド
ラ
フ
ト

会
議
で
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

か
ら
7
位
指
名
を
受
け
て
プ
ロ
入

り
し
た
。
プ
ロ
3
年
目
と
な
る
昨

年
は
、
2
軍
戦
で
本
塁
打
を
11
本

放
つ
な
ど
存
在
感
を
示
し
つ
つ
あ
っ

た
が
、監
督
交
代
な
ど
も
あ
り
チ
ー

ム
構
想
か
ら
外
れ
戦
力
外
通
告
を

受
け
た
。
原
さ
ん
は
「
戦
力
外
通

告
の
後
、
12
球
団
合
同
ト
ラ
イ
ア

ウ
ト
を
受
け
た
が
声
が
か
か
ら
な

か
っ
た
。
プ
ロ
以
外
で
野
球
を
続

け
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
正
直

悩
ん
だ
が
「
い
つ
か
島
に
恩
返
し

を
」
と
強
く
思
っ
て
い
る
自
分
に

と
っ
て
は
年
齢
的
に
今
が
辞
め
ど

き
と
判
断
し
た
。
い
ず
れ
町
民
の

皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
仕
事
を
し

な
が
ら
島
の
子
ど
も
た
ち
の
野
球

の
指
導
に
携
わ
り
た
い
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
」
と
す
っ
き
り
と

し
た
表
情
で
話
し
た
。
原
さ
ん
は
、

人
生
の
次
な
る
目
標
を
実
現
さ
せ

る
た
め
鹿
児
島
市
内
で
公
務
員
試

験
の
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。
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Topics　i n　KIKAIJIMA

左から嶺副町長、積山教育長、桐野さん、川島町長

新年恒例の平成 30 年喜界町消防出初式が 1月6
日、総合グラウンドで行われた。

　当日は、大島地区消防組合喜界消防分署（前泊哲
治分署長）や喜界町消防団、関係機関から約 130 人
が参加した。式は、職員や団員らの一糸乱れぬ行進で
始まり、表彰や特別点検、青・赤・緑・黄・ピンクのカラー
放水などを行い日頃の訓練の成果を披露するとともに更
なる防災意識の向上や消防活動の士気高揚を図り新年
の防火・防災への決意を新たにした。

平成 30年喜界町消防出初式

　新年の防火・防災への決意新たに！

瑞宝双光章を受章した桐野茂昭さん（88・上嘉
鉄）に 12 月 26 日、勲章等の伝達を行った。

　桐野さんは、昭和 25 年に早町中学校を初任校と
し、平成 2年 3 月坂嶺小学校長を最後に 40 年の長
きにわたり初等、中等教育の充実・振興に努めた。
また、退職後も町の社会教育指導員や町教育相談員、
町陸上協会会長などを務め地域の活性化、社会教育
の普及に大きく貢献した。
　桐野さんは「大した仕事をしてきた覚えもないの
だが叙勲をいただき大変恐縮している。教員時代は、
どれも楽しい思い出ばかり」と笑みを浮かべた。

叙勲

　桐野茂昭さんが受章！

年内操業となった生和糖業株式会社（金子勇人
社長）で 12月15日、原料輸送出発式が行わ

れた。年内の操業は 3 期連続で、今期産キビ生産
量は前期より約1万 4 千㌧少ない 8 万 2 千㌧を見込
む。平均甘しょ糖度は 1月 9日現在で 11.17 度と上
がってきておらず、交付金が満額支払われる基準とな
る13.1 度を大きく下回る。1㌧あたり約 2 千円の減収
となる。町農業振興課の担当者は「台風の影響等も
ありながらある程度の収量は確保できた。しかしな
がら、低糖度で推移しているのが非常に懸念される。
今後、糖度の回復を期待したい」と話した。

年内操業開始

　生和糖業原料輸送出発式 !

消防車両など16台が並ぶ前を入場行進

期間中の無事故・無違反を宣言し搬入開始

一糸乱れぬ整列

　現在の本町消防団は、団長
と2 人の副団長を中心に、9
分団（中央 21 人、荒木 13 人、
上嘉鉄 12 人、阿伝 6 人、早
町 12 人、志戸桶 15 人、小野
津 9人、坂嶺 10 人、滝川 9人）
に所属する110 人と女性団員
9 人を合わせて119 人の団員
で組織されている。

9人全員参加の女性団員 カラー放水披露

11　Kikai Public Relations 2018.1



Kikaij ima information

2018.1きかいかわら版
例！Ǌばえのチャリテǣ餅つƖ大会 !!

Ǥク好Ɩ集Ǉれ～！バ 研究記録展最高賞受賞！

子どもたちは競って餅つき体験子どもたちは競って餅つき体験 おなかぺっこぺこおなかぺっこぺこ 実は一番がんばったお 2人実は一番がんばったお 2人

もち米も昔ながらのもち米も昔ながらの薪薪
まきまき

を使って！を使って！

前列左から陽菜さん、璃海さん前列左から陽菜さん、璃海さんズラリ勢揃い！う～ん、かっこいい～ズラリ勢揃い！う～ん、かっこいい～

理

　年末恒例のチャリティ餅つき大会が 12月 23日、旧小野津小学校の校
庭で子ども支援ネットワーク「めばえの会」（増田好明会長）の主催で行
われた。今回は家族連れなど約 50人が来場。昔ながらの餅つきを体験
したり、できたてお餅を口いっぱい頬張ったりしながら楽しんだ。増田
会長は「年末に昔ながらの餅つきを子供たちに体験してもらい、文化の
継承やいい思い出づくりにつながれば嬉しい」と話した。ボランティア
として参加した喜界高校普通科 2年の菊地優香さん（荒木）は「参加し
てみると思ったより仕事量が多くて大変だったけれど、子どもたちの笑
顔がたくさん見られてよかった。今後も機会があれば参加したい」と笑
顔を見せた。お餅の売上金などの収益は、町社会福祉協議会へ寄付された。

　喜界島で初めてのバイクイベント「愛車に
乗って！全員集合」が 12月 10日、喜界自動
車学校で行われた。バイク愛好家らが 125㏄
～ 1600㏄のバイク 17台を持ちより、フォル
ムやメンテナンスなどのバイク談義に花を咲
かせた。また、自動二輪のデモンストレーショ
ンや、高低差や傾斜のあるコースをバイクで走
るトライアルの披露などもあり、来場者を喜ば
せた。自身も 400㏄バイクを乗りこなす主催
者の長島久さん（46・湾）は「バイク好きが
交流する場を作りたいと企画したが、たくさん
の笑顔が見られてよかった。より多くの方に気
軽に足を運んでもらえるイベントにしていきた
い」と次回以降の開催に意欲を見せた。

　夏休みに県内の小・中学生が取り組んだ理科の
自由研究を審査する県の第65回理科に関する研
究記録展において早町小3年の中村璃

り み

海さん（塩
道）が最高賞となる県知事賞を受賞した。また、
璃海さんのお姉さんの早町小5年の中村陽

は る な

菜さ
ん（同）が特選を受賞した。璃海さんは「オオゴ
マダラの生息状況と成長について」の研究記録を、
陽菜さんは「太陽の当たり方による植物の成長の
違いについて」の研究記録を出展した。
　璃海さんは「理科の自由研究で初めてもらった
賞だったのでとてもうれしかった」と笑顔で話し、
陽菜さんは「2回目の特選だけどやっぱりうれし
い。来年もがんばって出展したい」と意気込んだ。

恒
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Kikaij ima information

2018.1きかいかわら版
らび しǇゆǈた 狂言 ｉｎ　中里 ♪

　「わらび しまゆみた 狂言」が12月 2日、喜界島言語
文化保存会（生島常範代表）の主催にて中里集落新公
民館で行われた。狂言の演目である「附

ぶ す

子」を喜界小
学校 6年生の 7人がナートゥユミタ（中里方言）で披
露した。「附子」は、「附子という猛毒が入っている桶に
は近づくな」と主人から留守を言いつけられた 2人の
使用人が、壺の中身が実は黒糖水飴だと気づき食べつ
くしてしまう。その後、主人が帰ってきたところで頓

と ん ち

智
を効かせて言い訳するのをコミカルに表現する演目。子
どもたちの熱演に満員の会場は笑顔と笑い声に包まれ、
子供たちへ惜しみない拍手が送られた。長谷川光

み つ か

夏く
ん（中里）は「今回、島ゆみた狂言をして方言に興味
がわいた。これからは家でも使ってみたい」と話した。
当日は、狂言の他にも中里出身ソプラノ歌手の本田美千
代さんの歌声なども披露され、来場者を楽しませた。

ゆ～ちばたが、ふぉ～らさ、ふぉ～らさゆ～ちばたが、ふぉ～らさ、ふぉ～らさ
（よくがんばったね、めでたい、めでたい）（よくがんばったね、めでたい、めでたい）

歳の敬老者ǋ！各地区ư敬老会開催

　正月の恒例行事である敬老会が今年も
各地区にて開催された。100回の節目を
迎えた志戸桶敬老会と107回目となり2
人の百歳敬老者が参加した中里敬老会を
取材した。両会場とも正月らしく着物や
背広で正装した敬老者の皆さんが島唄や
舞踊など盛りだくさんの余興を楽しんで
いた。百歳敬老者の界吉次郎さんと加藤
コハリさんも笑顔で手拍子を送るなどし、
年齢を感じさせない元気なご様子だった。

百歳敬老者 左が界吉次郎さん百歳敬老者 左が界吉次郎さん
（中里）　 右が加藤コハリさん（中里）　 右が加藤コハリさん 多くの敬老者が楽しみました（志戸桶）多くの敬老者が楽しみました（志戸桶）

ダンスを披露（中里）ダンスを披露（中里）

副代表の副代表の
緋月真歩さん緋月真歩さん

代表の代表の
生島常範さん生島常範さん

狂言指導の河田圭輔狂言指導の河田圭輔
さん（京都府）さん（京都府）

左ソプラノ歌手本田実千代さん左ソプラノ歌手本田実千代さん
とピアノ演奏の小川恵理さんとピアノ演奏の小川恵理さん

お～ぎよ～、お～ぎお～ぎよ～、お～ぎ
（扇げよ～、扇げ）（扇げよ～、扇げ）

ぬがよ～？まさ　う～しら～ぬがよ～？まさ　う～しら～
（どうした？うまくてたまらん）（どうした？うまくてたまらん）

やぶりたすでんど～やぶりたすでんど～
（やぶれてしまいました）（やぶれてしまいました）

皆さん新年初笑い（中里）皆さん新年初笑い（中里）

ソーラン節を披露（志戸桶）ソーラン節を披露（志戸桶）

敬老者も自慢ののどを披露（志戸桶）敬老者も自慢ののどを披露（志戸桶）

敬老音頭は見どころです（中里）敬老音頭は見どころです（中里）

百

わ
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2018.1きかいかわら版
ァ－ムステǤƕつなぐ人Ʊ人Ʊの絆フ

　昨年の広報きかい 10月号 14ページで紹介した喜界町地域おこし協力
隊の木下敦博隊員（39）が進めている「喜界島ファームステイプロジェ
クト」が人と人との絆を紡ぎはじめている。
　昨年 9月にファームステイに訪れた安楽嘉子さん（21・鹿児島大学看護
学科）と後藤桃香さん（同）が 12月に再度ファームステイに訪れた。こ
の短期間で２度も喜界島にファームステイした理由を尋ねると安楽さんは
「農作業は大変だけど、一日が終わった後に島の空を見上げると疲れがどこ
かに飛んでいってしまうくらい美しい。翌朝散歩しながら朝日を見ると一
日を生きる力が湧いてくる。そして何より人が温かくて居心地がいい」。後藤さんは「農作業自体は大変だ
けどみんなで会話しながらできるのがすごく楽しい。受入農家さんが温かいのはもちろん、町の食堂だった
り畑だったりどこにいても島の皆さんが声をかけてくれることにすごく幸せを感じる。鹿児島では決してな
いこと。とても居心地がいい」。受入農家の叶俊仁さん（58・浦原）は「受入農家として最初は不安もあっ
たが、2人ともすごくいい娘

こ

なので毎日が楽しい。ドウチンがあるから仕事を覚えるのも早くて、農作業も
しっかりやってくれ助かっている」と笑顔を見せた。木下隊員は「参加者にも受入農家さんにも喜んでもら
うのが一番。3度目の来島計画を話す 2人の笑顔を見ていると、この事業の今後の可能性を感じる」と力を
込めた。ファームステイについては企画観光課（☎ 65-3683）木下隊員までご連絡を！

高合同発表会・講演会開催！中

　平成 29年度中高合同発表会・講演会が 12月13日、喜界中学校体
育館にて高校・中学校の生徒らが参加し行われた。
　生徒発表は、中学生は「島のサンゴ礁について」と「喜界町における
観光の未来について」発表を行った。喜界町の観光については、奄美群
島の世界自然遺産登録を見据えて準備が進んでいる部分と進んでいない
部分などについて言及した。最後は、喜界島が自分たちの故郷としての魅力に加え、サンゴ
礁研究の島として世界的にも価値が高く、かつ発掘遺跡などからロマン溢れる島だとまとめた。
　高校生は「喜界町の公園対策・セカンドシーズン」、「喜界町の少子高齢化問題」、「喜界
島の魚と釣りスポット」について発表を行った。公園対策については、町内の公園に遊具が少
ないことを訴え、具体的な設置費用を算定し、かつ工法や材質を工夫することで、より費用を
抑えた形での公園対策を提案した。少子高齢化については、人口減少を抑えるために観光客
の増加が必要だと訴え、そのために自分たちがＳＮＳを通じて島の魅力を発信していくことなど
を提案した。最後に「ＮＰＯ法人ネットポリス鹿児島」理事長の戸高成人さんが「ＳＮＳの正しい知識とＷｉ-Fi の
リスクやセキュリティ対策」についてわかりやすく講演を行った。

後藤 桃香さん後藤 桃香さん

発表を補足する発表を補足する
寸劇も好評でした寸劇も好評でした

安楽 嘉子さん安楽 嘉子さん 10時サー（茶）も板についてます10時サー（茶）も板についてます

ハーベスターの給油にくる方ともハーベスターの給油にくる方とも
まるでハロージー（親戚）のようまるでハロージー（親戚）のよう

講師の戸高さん講師の戸高さん

クイズも出題クイズも出題
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村

田

新

八

講

演

会

村

田

新

八

講

演

会

　

村
田
新
八
は
、
1
8
3
6
（
天

保
7
）
年
鹿
児
島
城
下
の
高
橋
家

に
生
ま
れ
、
名
は
経つ

ね
み
つ満・経つ
ね
ま
ろ麿
。
後
、

村
田
家
に
入
り
1
8
7
7
（
明

治
10
）
年
、
西
南
戦
争
で
西
郷
隆

盛
に
従
い
、
42
歳
で
生
涯
を
終
え

た
薩
摩
の
志
士
で
あ
る
。

　

村
田
新
八
は
1
8
6
2
（
文

久
2
）
年
、
藩
当
局
に
無
断
で

上
京
し
た
西
郷
に
同
調
し
た
罪

を
も
っ
て
喜
界
島
遠
島
と
な
っ
た
。

現
在
で
も
喜
界
郵
便
局
か
ら
喜
界

小
学
校
正
門
に
向
か
う
右
手
に
あ

る
喜
島
家
敷
地
内
に
「
村
田
新
八

修
養
の
地
の
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。

　

島
で
の
新
八
は
最
初
代
官
書
役

の
政ま

さ
え
ん円
宅
に
寓
居
し
、
次
に
柳

や
な
ぎ
ゆ
う勇

憲け
ん

宅
に
引
っ
越
し
、
最
後
に
現
在

記
念
碑
の
建
っ
て
い
る
喜き

じ
ま
と
う
ざ
ん

島
桃
山

宅
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
間
、
子

弟
教
育
を
行
い
、
当
時
の
若
者
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

村
田
新
八
は
、
1
8
6
4
（
元

治
1
）
年
に
赦
免
と
な
り
鹿
児
島

へ
帰
っ
た
。（
喜
界
町
誌
よ
り
）

幕
末
の
志
士
・
村
田
新
八

幕
末
の
志
士
・
村
田
新
八

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
放
送
開
始
を
前
に
12
月

2
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
町
主
催
の
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

西
郷
南
洲
顕
彰
館
専
門
委
員
で
県

維
新
史
料
編
さ
ん
委
員
の
塩
満
郁

夫
さ
ん
が
「
村
田
新
八
の
流
刑
地

喜
界
島
で
の
生
活
」
に
つ
い
て
手

紙
や
日
記
な
ど
の
資
料
を
も
と
に

読
み
解
い
た
。

　

村
田
新
八
の
容
貌
は
体
格
が

人
並
外
れ
て
大
き
く
、
身
長
は
6

尺
（
1
8
0
㎝
）
も
あ
っ
た
。
眼

光
鋭
く
物
事
に
動
じ
ず
、
器
量
が

大
き
い
と
さ
れ
て
お
り
、
西
郷
が

村
田
の
こ
と
を
「
智
・
仁
・
勇
の

三
徳
を
兼
備
し
た
侍
で
あ
る
。
こ

の
人
物
を
模
範
に
行
動
せ
よ
」
と

言
っ
て
い
た
ほ
ど
。
ま
た
、
西
郷

が
西
南
戦
争
で
軍
議
を
行
う
に
あ

た
っ
て
必
ず
「
新
八
は
い
る
か
」

と
言
っ
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
西
郷

の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
人
物
評
価
の
高
い
村
田
新
八
だ

が
、
普
段
は
美
術
を
愛
し
音
楽
に

親
し
み
、
好
ん
で
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

を
演
奏
し
て
い
た
一面
を
持
つ
。
西

島
で
の
生
活
を
読
み
解
く

島
で
の
生
活
を
読
み
解
く

　

ま
た
、
流
刑
生
活
中
に
お
い
て

も
常
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
辞
典
の
よ
う
な
類

を
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、「
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
中
央

（
国
）
や
藩
の
情
勢
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
」
と
兄
に
頼
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
沖
永
良
部
島
に
流

刑
さ
れ
て
い
た
西
郷
も
同
じ
気
持

ち
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

新
八
は
子
ど
も
た
ち
に
学
問
を

教
え
る
だ
け
で
な
く
、
武
道
に
つ

い
て
も
教
え
て
い
た
よ
う
で
、
薩

摩
の
剣
術
で
あ
る
示
現
流
で
使

う
ユ
ス
（
非
常
に
堅
い
木
）
の
棒

を
手
紙
で
所
望
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
時
に
は
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
の
師
匠
と
な
り
一緒
に
遊
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

手
紙
で
は
島
の
飢
饉
に
つ
い
て

も
触
れ
「
砂
糖
は
例
年
並
み
の
出

来
だ
が
島
民
の
食
糧
で
あ
る
唐
イ

モ
が
干
ば
つ
の
影
響
で
植
え
付
け

が
で
き
ず
、
飢
饉
が
発
生
し
て
い

る
。
小
指
の
よ
う
な
唐
イ
モ
し
か

な
く
、
唐
豆
（
そ
ら
豆
）
の
葉

と
唐
イ
モ
を
海
水
で
煮
込
ん
で
朝

夕
を
し
の
で
い
る
。
米
は
あ
る
が
、

そ
の
米
を
代
官
が
勝
手
に
使
う
の

で
百
姓
に
配
当
が
な
い
。
老
病
人

は
死
者
が
多
く
、
島
民
は
栄
養
不

足
で
顔
色
が
悪
い
」
な
ど
と
書
い

て
い
た
。

　

手
紙
に
は
新
八
の
心
境
も
つ
づ

ら
れ
て
お
り
「
自
分
の
せ
い
で
父

や
兄
が
け
ん
責
を
受
け
て
お
り
、

ど
う
な
ぐ
さ
め
よ
う
も
な
い
。
自

分
と
し
て
は
薩
摩
の
た
め
に一生
懸

命
働
き
た
い
が
そ
れ
も
叶
わ
な
い
。

今
は
天
を
恨
ま
ず
、
人
を
と
が
め

ず
暮
ら
し
て
い
る
」
と
精
神
修
養

を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

村
田
新
八
が
西
南
戦
争
で
西
郷

に
準
じ
た
の
は
、
沖
永
良
部
で
の

流
刑
を
赦
免
さ
れ
た
西
郷
が
独

断
で
喜
界
島
に
寄
っ
て
、
新
八
を

連
れ
帰
っ
た
恩
に
報
い
る
た
め
だ

と
い
う
話
が
あ
る
が
そ
れ
は
間
違

い
。
新
八
が
兄
に
あ
て
た
手
紙
に

は
、
は
っ
き
り
と
赦
免
さ
れ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
流
刑

さ
れ
た
の
は
西
郷
が
独
断
で
上
京

し
た
の
が
主
要
因
。
西
郷
が
許
さ

れ
て
、
随
従
し
て
い
た
新
八
が
許

さ
れ
な
い
と
い
う
理
屈
は
通
ら
な

い
。

　

塩
満
さ
ん
は
「
最
後
に
南
洲
墓

地
に
あ
る
前
田
盛
秀
の
お
墓
に
は

「
喜
界
島
出
身
で
幼
少
か
ら
文
学

を
好
み
、
明
治
7
年
に
鹿
児
島
に

き
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
新
八

が
喜
界
島
に
い
た
時
は
、
生
ま
れ

た
か
生
ま
れ
て
い
な
い
か
の
年
齢

な
の
で
直
接
の
教
え
子
で
は
な
い

が
、
新
八
の
子
弟
教
育
の
間
接
的

な
影
響
や
島
に
教
育
を
励
行
す
る

環
境
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
推

察
で
き
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

南
戦
争
時
に
も
持
ち
歩
い
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
八
は
、
筆
ま
め
な
人
物
で
あ

り
、
新
八
が
流
刑
地
喜
界
島
か

ら
兄
へ
当
て
た
手
紙
な
ど
か
ら
島

で
の
生
活
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、

ま
ず
島
の
人
た
ち
に
丁
寧
に
扱
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
し
れ

る
。
寓
居
先
の
屋
敷
で
は
「
家
事

な
ど
は
す
べ
て
家
の
者
が
し
て
く

れ
る
た
め
気
楽
で
い
い
」
な
ど
と

手
紙
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
、「
当

村
は
教
師
が
少
な
い
た
め
、
私
が

き
た
こ
と
を
大
人
た
ち
は
喜
び
、

子
ど
も
た
ち
が
学
び
に
く
る
」
と

書
い
て
お
り
、
島
民
に
は
教
師
と

し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
当
時
の
喜
界

島
は
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
に
教

育
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
環
境

が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
い
し
れ

る
。

　

た
だ
し
、
新
八
自
身
は
そ
の
よ

う
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
「
流
刑
生
活
が
ど
の
く

ら
い
の
期
間
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
。
下
手
を
す
る
と
一
生
こ
の
ま

ま
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
自
分
の

住
居
ぐ
ら
い
自
ら
建
て
ら
れ
る
よ

う
で
な
い
と
子
ど
も
た
ち
や
親
に

軽
蔑
さ
れ
る
。
島
で
生
活
す
る
の

に
軽
蔑
さ
れ
る
と
さ
れ
な
い
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
」
と
も
書
い

て
い
る
。

～～

流

刑

地

喜

界

島

ư

Ʒ

生

活

～

流

刑

地

喜

界

島

ư

Ʒ

生

活

～
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す
こ
㯠
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
⟟
☎
65
ー
3
5
2
2
⟠

　

年
末
年
始
は
な
に
か
と
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
い
で
す
。今
年
は
、

お
酒
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

特
定
健
診
の
結
果
で
は
、
喜
界

町
は
適
量
の
１
合
を
超
え
る
飲
酒

者
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

多
量
飲
酒
（
３
合
以
上
）
は
、
県

の
３
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
メ

タ
ボ
の
該
当
や
予
備
群
の
割
合
も

高
く
、
飲
酒
の
影
響
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
肝
疾
患
の
男
性
の

死
亡
は
全
国
平
均
の
３
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。
飲
酒
量
が
徐
々
に
増

え
て
自
分
の
意
思
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
る
の
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
で
す
。
脳
の
病
気

で
専
門
的
な
治
療
が
必
要
で
す
。

飲
酒
す
る
人
な
ら
、
誰
で
も
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
お
酒

を
断
つ
こ
と
を
基
本
に
し
た
治
療

を
行
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
回
復

の
た
め
に
は
、
周
り
の
支
え
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
飲
み
方
は
、

危
険
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　

役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
６
５
‐
３
５
２
２

　

名
瀬
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
５
７
‐
７
２
４
３

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
９
‐
2
1
8
‐　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
7
5
5

あ

な

た

⎡

お

酒

⎡

飲

⎲

方

⎢

⍥

大

丈

夫

？

　

気
温
と
湿
度
が
下
が
る
冬
。
冬

は
風
邪
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
す

る
時
期
で
す
。
自
分
自
身
で
出
来

る
感
染
予
防
の
基
本
は
、手
洗
い
・

う
が
い
で
す
。

 

冬

⎡

感

染

症

予

防

　

ま
た
、
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と

も
必
要
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を

手
で
押
さ
え
る
と
、
そ
の
手
に
ウ

イ
ル
ス
が
付
着
し
ま
す
。
ド
ア
ノ

ブ
な
ど
を
介
し
て
他
の
人
に
病
気

を
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
咳
や
く
し
ゃ
み
で
、
し

ぶ
き
が
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
飛
び
ま

す
。
し
ぶ
き
に
は
病
原
体
が
含
ま

れ
て
い
て
ほ
か
の
人
に
病
気
を
う

つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
に

は
、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

①　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

②　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ

　
　

で
口
・
鼻
を
覆
う
。

資料：ＫＡＳＴ「心久里浜式アルコール依存症クリーニングテスト」
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喜

界

町

農

産

物

加

工

セ

ン

タ

ー

喜

界

町

農

産

物

加

工

セ

ン

タ

ー

～
≕
ン
≔
礁
の
恵
み
通
信
～

～
≕
ン
≔
礁
の
恵
み
通
信
～

第
8
回　

今
か
ら
が
旬
！

　
　
　
　

在
来
柑
橘
シ
ー
ク
ー
の
ご
紹
介
！！

　

こ
ん
に
ち
は
、
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
輝

政
和
で
す
。
今
回
は
、
喜
界
島
に
多
く
あ
る

在
来
柑
橘
の一つ
で
あ
る
シ
ー
ク
ー
の
紹
介
を

し
ま
す
。

　

シ
ー
ク
ー
は
、
和
名
や
学
名
が
無
く
、
方

言
で
シ
ー
ク
ー
、
ム
ニハ
ー
、
マ
ン
ニ
ク
ー
な
ど

と
複
数
の
呼
び
名
を
持
って
い
ま
す
。
集
落
に

よ
って
在
来
柑
橘
フ
ス
ー
と
呼
び
名
が
反
対
に

な
る
な
ど
ち
ょっ
と
不
思
議
な
ミ
カ
ン
で
す
。

　

そ
ん
な
シ
ー
ク
ー
は
、
奄
美
群
島
の
他
の一

部
地
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

特
に
喜
界
島
に
多
く
自
生
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
喜
界
島
に
お
い
て
の
シ
ー
ク
ー
は
、
独
特

の
芳
香
を
有
す
る
こ
と
や
同
時
期
に
よ・

・り
美

味
し
い
柑
橘
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
昔
か
ら

あ
ま
り
食
べ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

実
際
に
現
在
見
ら
れ
る
シ
ー
ク
ー
の
樹
の
ほ
と

ん
ど
が
、こ
ぼ
れ
種
か
ら
自
分
で
生
え
た
も
の

（
ド
ゥ
ー
メ
ー
）
だ
と
聞
く
の
で
、
島
民
に
は

あ
ま
り
相
手
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
シ
ー
ク
ー
が
大
変

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
的

に
有
名
な
紅
茶
「
ア
ー
ル
グ
レ
イ
」
の
香
り

付
け
の
原
料
に
用
い
ら
れ
る
イ
タ
リ
ア
原
産
の

「
ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
オ
レ
ン
ジ
」
と
香
り
が
非
常

に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
国
産
の
「
ア
ー

ル
グ
レ
イ
」
や
「
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
」
を
造

れ
る
の
で
は
と
関
心
が
高
ま
って
い
る
の
で
す
。

　　

こ
ん
に
ち
は
。
喜
界
町
地
域
お
こ
し
協
力

こ
ん
に
ち
は
。
喜
界
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
安
田
暢
子
で
す
。
一
昨
年
の
５
月
、
北

隊
の
安
田
暢
子
で
す
。
一
昨
年
の
５
月
、
北

海
道
か
ら
喜
界
島
へ
や
っ
て
き
て
、
も
う
そ

海
道
か
ら
喜
界
島
へ
や
っ
て
き
て
、
も
う
そ

ろ
そ
ろ
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
そ
ろ
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
方
に
ご
質
問
を
い
た
だ
く
の
で
す

ろ
い
ろ
な
方
に
ご
質
問
を
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
喜
界
島
の
冬
は
寒
い
で
す
！
北
国
育
ち

が
、
喜
界
島
の
冬
は
寒
い
で
す
！
北
国
育
ち

の
割
に
寒
さ
に
弱
い
の
で
、
寒
そ
う
に
し
て
い

の
割
に
寒
さ
に
弱
い
の
で
、
寒
そ
う
に
し
て
い

て
も
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
今
回

て
も
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
今
回

は
私
の
活
動
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
私
の
活
動
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ラ
ジ
オ
で
北
海
道
と
喜
界
島
を
繋
ぐ

■
ラ
ジ
オ
で
北
海
道
と
喜
界
島
を
繋
ぐ

　

北
海
道
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
ひ
ょ
ん
な

　

北
海
道
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
札
幌
市
に
あ
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

こ
と
か
ら
札
幌
市
に
あ
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

で
、
喜
界
島
を
発
信
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
お

で
、
喜
界
島
を
発
信
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
お

〜
い
！
喜
界
島
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

〜
い
！
喜
界
島
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
㎞
離
れ
た
喜
界
島
と
北
海
道
を
生

２
０
０
０
㎞
離
れ
た
喜
界
島
と
北
海
道
を
生

放
送
で
繋
ぐ
の
は
、
な
か
な
か
大
変
で
す
。

放
送
で
繋
ぐ
の
は
、
な
か
な
か
大
変
で
す
。

時
に
台
風
、
時
に
は
電
波
の
乱
れ
な
ど
生
放

時
に
台
風
、
時
に
は
電
波
の
乱
れ
な
ど
生
放

送
に
関
わ
ら
ず
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

送
に
関
わ
ら
ず
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
リ
ス
ナ
ー
の
方
は
、
そ
ん
な
ア
ク

り
ま
す
。
リ
ス
ナ
ー
の
方
は
、
そ
ん
な
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

シ
デ
ン
ト
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ど
う
や
って
放
送
し
て
い
る
か
と
い

い
ま
す
。
ど
う
や
って
放
送
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
話
機
能
で
札

う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
話
機
能
で
札

幌
側
と
繋
い
で
い
ま
す
。
便
利
な
時
代
で
す

幌
側
と
繋
い
で
い
ま
す
。
便
利
な
時
代
で
す

ね
、
ス
タ
ジ
オ
が
な
く
て
も
ラ
ジ
オ
が
で
き

ね
、
ス
タ
ジ
オ
が
な
く
て
も
ラ
ジ
オ
が
で
き

る
ん
で
す
。

る
ん
で
す
。

■
次
は
あ
な
た
に
イ
ン
タ
ビュー
す
る
か
も

■
次
は
あ
な
た
に
イ
ン
タ
ビュー
す
る
か
も

　
「
お
〜
い
！
喜
界
島
」
で
は
シ
マッ
チ
ュの
生

　
「
お
〜
い
！
喜
界
島
」
で
は
シ
マッ
チ
ュの
生

の
声
を
北
海
道
に
届
け
る
た
め
に
、
喜
界
島

の
声
を
北
海
道
に
届
け
る
た
め
に
、
喜
界
島

の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
放
送
し
て

の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
放
送
し
て

い
ま
す
。
今
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る

い
ま
す
。
今
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る

方
の
中
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
！

方
の
中
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
！

と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
だ
、
イ
ン
タ
ビュー
を
受
け
て
い
な

ん
。
ま
だ
、
イ
ン
タ
ビュー
を
受
け
て
い
な

い
方
、
次
は
あ
な
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

い
方
、
次
は
あ
な
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、

お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、

そ
ん
な
依
頼
を
受
け
た
ら
ご
協
力
よ
ろ
し

そ
ん
な
依
頼
を
受
け
た
ら
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

く
お
願
い
し
ま
す
！

■
喜
界
島
で
も
聴
け
る
ん
で
す

■
喜
界
島
で
も
聴
け
る
ん
で
す

　
ラ
ジ
オ
の
聴
き
方
や
、放
送
日
は

　
ラ
ジ
オ
の
聴
き
方
や
、放
送
日
は
2525
ペ
ー
ペ
ー

ジ
の
企
画
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご

ジ
の
企
画
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
全
国

覧
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
全
国

ど
こ
で
も
聴
け
ま
す
よ
！
最
後
に
、
北
海

ど
こ
で
も
聴
け
ま
す
よ
！
最
後
に
、
北
海

道
あ
る
あ
る
を
お
伝
え
し
ま
す
。
実
は
、

道
あ
る
あ
る
を
お
伝
え
し
ま
す
。
実
は
、

ゴ
キ
ブ
リ
が
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海

ゴ
キ
ブ
リ
が
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海

道
に
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
怖
さ
が
わ
か
ら

道
に
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
怖
さ
が
わ
か
ら

な
い
ん
で
す
。（
※
皆
が
皆
そ
う
で
は
な

な
い
ん
で
す
。（
※
皆
が
皆
そ
う
で
は
な

い
で
す
）
と
い
う
こ
と
で
、
出
く
わ
し
た

い
で
す
）
と
い
う
こ
と
で
、
出
く
わ
し
た

際
は
、
と
て
も
冷
静
に
対
処
し
て
い
ま
す

際
は
、
と
て
も
冷
静
に
対
処
し
て
い
ま
す

よ
。「
お
〜
い
！
喜
界
島
」
で
は
メ
ッ
セ
ー

よ
。「
お
〜
い
！
喜
界
島
」
で
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
北

ジ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
北

国
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
「
喜
界
島
あ
る

国
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
「
喜
界
島
あ
る

あ
る
」
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し

あ
る
」
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
♪

て
い
ま
す
♪

域

お

⎆

⎊

協

力

隊

⍤

⍤

⍤

⍤

⍤

⍤

⍤

⍤

便

⎽

ちち

実
際
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
か
ご
し
ま
の
新

特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
県
内
の
製
茶
業
者

が
喜
界
島
産
の
シ
ー
ク
ー
と
ケ
ラ
ジ
み
か
ん
を

原
料
に
商
品
化
し
た
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
が
鹿

児
島
県
貿
易
協
会
会
長
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
喜
界
島
の
在
来
柑
橘
の
魅
力
と
可
能
性

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
。
そ
こ
で

今
回
は
魅
力
溢

れ
る
シ
ー
ク
ー
の

香
り
を
活
か
し
た

ジ
ュ
ー
ス
作
り
を

紹
介
し
ま
す
。
①

ま
ず
、
果
実
を
綺

麗
に
洗
い
、
包
丁

で
カ
ッ
ト
し
て
果

皮
を
付
け
た
ま
ま
丸
ご
と
搾
り
ま
す
。
搾
る

力
加
減
で
苦
み
の
強
弱
が
で
き
ま
す
。
②
次

に
搾し

ぼ
っ
た
果
汁
を
加
熱
し
ハ
チ
ミ
ツ
や
砂
糖
を

加
え
て
よ
く
溶
か
し
て
冷
ま
せ
ば
、
あ
っ
と
い

う
間
に
シ
ー
ク
ー
シ
ロッ
プ
の
出
来
上
が
り
で

す
。
水
や
炭
酸
水
は
も
ち
ろ
ん
、
冬
は
お
湯

で
割
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
。
お
試
し
あ

れ
。

　

詳
し
く
は
☎

６
５‐３
６
６
６

農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
ま
で
！

下堂薗の ＫＥＩＫＯ Plus02下堂薗の ＫＥＩＫＯ Plus02
ギュッと果汁搾りギュッと果汁搾り
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ふ

⎾

⎈

と

納

税

␵

寄

付

金

␶

　

氏 

名
（
敬
称
略
）  

住
所

向
井  

豊
一
郎

久
野  

稚
代

鵜
飼  

俊
丈

亀
岡  

信
幸

岩
切  

将
一

室
岡  

英
紀

佐
藤  

美
咲

林  

匠
孝
志  

茜

孝
志  

洋
平

徳
島  

愛

奥
山  

洋
一
郎

飯
島  

浩
子

彦
坂  

啓
介

星
野  

和
城

田
野
邉  

幸
裕

増
田  

直
樹

前
田  

千
鶴

大
阪
府
富
田
林
市

東
京
都
羽
村
市

愛
知
県
名
古
屋
市

東
京
都
渋
谷
区

東
京
都
港
区

埼
玉
県
狭
山
市

東
京
都
北
区

東
京
都
江
東
区

徳
島
県
徳
島
市

徳
島
県
徳
島
市

埼
玉
県
川
越
市

鹿
児
島
市

東
京
都
東
久
留
米
市

東
京
都
中
央
区

神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
都
八
王
子
市

大
阪
府
高
槻
市

東
京
都
渋
谷
区

富
田  

光
義

芦
田  

正

恩
田  

静
夫

牧
之
瀬  

修

徳  

哲
也

谷  

繁
樹

菊
川  

充

福
田  
郁
雄

小
川  
圧
司

福
島  

正
幸

壽  

光
雄

西  

稔
一

上
村  

真
仁

茂
木  

竜
一

三
山  

桂

喜
島  

孝
男

竹  

佳
苗

竹  

浩
一

堀  

博
満

阿
部  

健
二

宮
園  

泰
子

宮
城
県
仙
台
市

滋
賀
県
甲
賀
市

東
京
都
江
戸
川
区

東
京
都
世
田
谷
区

鹿
屋
市

神
奈
川
県
小
田
原
市

京
都
府
京
都
市

千
葉
県
千
葉
市

千
葉
県
流
山
市

東
京
都
稲
城
市

神
奈
川
県
綾
瀬
市

大
阪
府
堺
市

福
岡
県
太
宰
府
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
墨
田
区

大
阪
府
泉
大
津
市

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
板
橋
区

長
崎
県
佐
世
保
市

東
京
都
中
央
区

奄
美
市

小
池  

深

佐
藤  

俊
之

石
橋  

毅
彦

川
島  

邦
彦

松
田  

理
美

徳
島  

満

橋
本  

勝
子

橋
本  

徹

松
下  

弘
毅

蛯
名  

聡

栄  

忠
行

河
合  

夏
輝

久
保  

範
和

久
保  

ま
つ
よ

久
保  
一
元

加
藤  

末
昭

久
保  

樹
乃

開  

陽
子

太
田  

智
章

中  

亨
新
井  

幸
子

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
あ
き
る
野
市

大
阪
府
枚
方
市

東
京
都
品
川
区

沖
縄
県
浦
添
市

東
京
都
調
布
市

埼
玉
県
白
岡
市

埼
玉
県
白
岡
市

福
岡
県
宇
美
町

北
海
道
新
冠
町

大
阪
府
寝
屋
川
市

東
京
都
品
川
区

霧
島
市

霧
島
市

霧
島
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
中
央
区

埼
玉
県
所
沢
市

大
阪
府
箕
面
市

出
水
市

東
京
都
世
田
谷
区

庄  

英
彦

保  

賀
典

阪
上  

悦
子

野
口  

都
義

千
葉  

富
美
子

東  

繁
三

村
岡  

学

開  

將
人

小
澤  

和
也

深
谷  

正
規

吉
野  

建

篠
原  

暁
子

森
村  

龍

石
田  

有
子

阿
部  

高
夫

佐
藤  

正
義

杉
本  

伊
知
郎

福
元  

新
一
郎

脇  

尚
子

朝
原  

健

守
山  
み
の
り

神
奈
川
県
川
崎
市

埼
玉
県
春
日
部
市

大
阪
府
岸
和
田
市

埼
玉
県
東
松
山
市

東
京
都
品
川
区

兵
庫
県
尼
崎
市

東
京
都
文
京
区

東
京
都
目
黒
区

広
島
県
広
島
市

愛
知
県
み
よ
し
市

東
京
都
文
京
区

東
京
都
練
馬
区

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
堺
市

長
野
県
佐
久
市

東
京
都
墨
田
区

埼
玉
県
川
口
市

大
阪
府
大
阪
市

鹿
児
島
市

神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
都
文
京
区

砂
金  

達

川
浪  

美
恵

河
村  

孝
一

藤
村  

誠

長
田  

進

川
村  

忠
也

模  

泰
吉

高
橋  

伯
匡

辰
己  

滋
也

工
藤  

恒
夫

浜
野  

信
也

池
田  

一
耕

小
寺  

健
史

鈴
木  

典
男

乾  

政
明

橋
爪  

公
平

池
村  

英
士

正
木  

一
光

山
元  

斉

川
島  

基

髙
山  

明
美

東
京
都
北
区

神
奈
川
県
横
浜
市

新
潟
県
新
潟
市

香
川
県
高
松
市

大
阪
府
和
泉
市

埼
玉
県
川
口
市

兵
庫
県
宝
塚
市

愛
知
県
大
府
市

兵
庫
県
西
宮
市

宮
城
県
仙
台
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

大
阪
府
大
阪
市

兵
庫
県
川
西
市

兵
庫
県
芦
屋
市

福
岡
県
福
岡
市

岩
手
県
盛
岡
市

愛
媛
県
松
山
市

大
阪
府
守
口
市

鹿
屋
市

東
京
都
品
川
区

奈
良
県
奈
良
市

あ

⎽

が

と

う

⎇

⎉

い

⎱

す

あ

⎽

が

と

う

⎇

⎉

い

⎱

す
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さまざま情報 インフォメーション

　平成 29年分の所得税、町県民税の確定申告期間は、平成
30年２月16日（金）から３月15日（木）までとなっています。
　また、消費税及び地方消費税の確定申告期間は、平成30年

２月16日（金）から4月2日（月）までとなっています。申告と納税は期限内にお早めにお済ませください。
なお、２月26日（月）の午後と翌27日（火）の午前には、役場研修室にて大島税務署の申告相談が予
定されていますのでご利用ください。（本人確認のため、マイナンバーカード等の提示又は写しが必要と
なる場合がありますので、ご持参ください。）　　　　　【問い合わせ先】役場税務課　☎６５－３６８６

平成 30年度分　住民税申告受付日程表
月日
（２月） 午前 午後

開催場所
標記ない場合は
集落公民館

月日
（３月） 午前 午後

開催場所
標記ない場合は
集落公民館

2月 15日（木） ※山田 ※伊砂 3 月 1日（木） 予備日手久津久 白水

2月 16日（金） ※中熊 ※先内 中間 3 月 2日（金） 神宮 阿伝
花良治 伊実久 蒲生 羽里

2月 19日（月） 予備日 3 月 5日（月）志戸桶東部 前金久

2月 20日（火） 滝川 塩道 3 月 6日（火）志戸桶南部城久 島中 浦原

2月 21日（水） 坂嶺 上西 坂嶺（生活館）
3月 7日（水） 佐手久 嘉鈍早町 早町（地区センタ－）

2月 22日（木） 荒木 上中 3 月 8日（木） 赤連 池治
先山

2月 23日（金） 中里 中里（新公民館）
3月 9日（金） 湾上東

2月 26日（月）確定申告（税務署来訪）14時～ 16 時 （半日）午前 9時～ 11 時 午後 1時～ 3時　（1日）午前 9時～午後 2時
2月 27日（火） 9時～ 12 時 　※山田・中熊 午前 9時～ 10 時　先内 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

2月 28日（水） 西目・大朝戸 川嶺 西目（大朝戸公民館） 　※伊砂 午後 1時～ 2時
※集落の日程は変更になる場合があります。

税務課からのおしらせ
「確定申告の日程について」

平成30年度　保育所入所の申込みについて
【受付期間】　平成30年１月29日（月）～平成30年 2月2日（金）
　　　　　　※平成30年４月１日入所希望の方は、必ずこの期間内に申込みをして下さい。
【受付時間】　午前８時30分～午後５時15分
【受付場所】　喜界町役場保健福祉課
　　　　　　※申込用紙は各保育園及び保健福祉課窓口に準備しています。
【 対 象 児 】   小学校就学前の児童
【入所基準】　次のいずれかに該当する場合
　　　　　　■就労　　　　　　　　　　■求職活動（起業準備を含む）
　　　　　　■妊娠、出産　　　　　　　■就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
　　　　　　■保護者の疾病、傷害　　　■虐待やDVのおそれがあること
　　　　　　■災害復旧
　　　　　　■同居又は長期入院等している親族の介護・看護
　　　　　　■育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　　　　　  ■その他、上記に類する状態として喜界町が認める場合
　※詳しくは保健福祉課（℡６５－３６８５）へお問い合わせ下さい。

24



町НらのМしらせ
Information from town 

  「20 歳になったら国民年金」
　公的年金は、老後やいざというときの生活を現役
世代みんなで支えることを基本とした仕組みです。
具体的には、若いときに公的年金に加入して保険料
を納め続けることで、年をとったとき・病気やケガ
で障害が残ったとき・家族の働き手が亡くなったと
きに、年金（老齢・障害・遺族等）を受け取ること
ができる制度です。（保険料収入以外にも税金や年
金積立金が年金給付に充てられています）
※ 日本国内に住む20歳以上 60歳未満の全ての方
に公的年金への加入が法律で義務付けられてい
ます。
※ 加入手続きや保険料の納め方は、公的年金制度に
よって異なります。

●20歳の加入手続き（国民年金第１号被保険者）
　日本年金機構より、20歳の誕生月の前月に「資
格取得届書」が本人宛てに送付されますので、お近
くの年金事務所または市町村の年金窓口へご提出く
ださい。後日、年金手帳や保険料納付書が届きます。
※ 所得の減少等により納付が困難な場合には「保険
料の免除制度・納付猶予制度」があります。
※学生さんには「学生納付特例制度」があります。
●問い合わせ　
　住民課　国民年金係　☎６５－３６８７
　奄美大島年金事務所　☎５２－４３４１

　 国民年金保険料の納付には、割引額が多い「前
納制度」があります。
※ 口座振替・クレジットカード納付による「2
年前納・１年前納・６カ月前納」の申込期限
は2月末までです。（引き落とし日：4月末日）
※現金支払い（納付書）の前納もあります。

　住民課では、毎月２回、水曜日に無料法律相談
会を開催しています。登記、相続、債務、その他
法律問題でお悩みの方は、ぜひご利用ください。
【2月の無料法律相談会開催日程】

☆事前の予約を受付いたします。
　[ 開催日の前日まで（土日祝を除く平日8：30～17：15）]
※ 原則、予約のない日は開催しませんのでご了承
ください。

【予約・問合せ先】
　住民課生活環境係　☎６５－３６８７

　毎月第４土曜日に北海道のFM ラジオ局「radioT 
× T FM dramacity」の番組「お～い！喜界島」
で島の魅力や情報を発信中です。喜界町地域おこし
協力隊員と広報きかい担当者、そして毎月変わる島
のゲストでお送りします。放送は、2月 24日（土）
の午後３時30分からです。スマートフォンやパソ
コンを使って全国どこでも聴くことができますの
で、ぜひ聴いてみてください。詳しくは下の案内を
ご覧ください。

住民課からのおしらせ 2
「国民年金について」

開催日 場　所 時　間

平成30年2月7日（水）役場研修室 13:30 ～ 16:00

平成30年2月21日（水）早町支所 13:30 ～ 16:00

住民課からのおしらせ 1　
「司法書士による無料法律相談会の開催」

企画観光課からのおしらせ
「喜界島と北海道をつなぐラジオ」
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＊おおきくƳあれ＊＊ 1 歳ƴƳりました＊

－－今月の題字今月の題字－－

長峯　長峯　一一
いっしんいっしん

心心くんくん

【小野津】【小野津】

　12月で一歳を迎えた、わが家の次男坊の一心、
おめでとう。あっという間の1年、いっぱい成長し
ました。3人のお姉とお兄ちゃんにた

・ ・ ・ ・

くさん遊んで
もらっていつもニコニコさん。最近は、ごはんがお
いしいね。たくさん食べて大きくなぁれ。（父母より）

（父　弘明・母　美保）（父　弘明・母　美保）

【中里】【中里】

　スポーツが大好きで明るい性格の海と心

　たまに喧嘩もするけれど、海が島から離れる

までの残り３ヶ月、3人で笑って楽しく過ごそ

うね。　　　　　　　　　　　　　　 （母より）

　今月の広報『きかい』の題字は喜界高校
普通科３年生の３人。「将来の夢」を尋ねて
みました。
　柚依さんは「専門学校に進学し理学療法
士を目指す。祖父を担当してくださった方の
ように患者さんに信頼される理学療法士に
なりたい」。里紗さんは「短大に進学し空港
で搭乗手続業務などを行うグランドスタッ
フを目指す。明るく元気な性格を生かして
いきたい」。生田さんは「専門学校に進学し
作業療法士を目指す。患者さんと同じ目線、
同じ目標を見据えて一緒に頑張っていける
作業療法士になりたい」と話してくれました。
　３人とも夢の実現に向けて残りの高校生
活を精一杯楽しんでください。新天地での
生活もちばりよ～島の宝子たち ! !

　住岡　柚
ゆ い

依さん　『き』
　向井　里

り さ

紗さん　『か』
　生田　碧

あおい

さん　　『い』

櫻井　櫻井　心心
しんしん

くん（中3、左）　  　 　　くん（中3、左）　  　 　　海海
かいかい

くん（高3、右）くん（高3、右）
（母　幸代）（母　幸代）

▶アフリカ南部及びマダガス
カル島が原産でアロエ科アロ
エ属の多肉植物。写真のキダ
チアロエは島で普通に見るこ
とができ、ゼリー状の葉は食
用のアロエベラと同様に食べ
られる。別名「医者いらず」
とも呼ばれ、切り傷、やけど
などに効能があると言われる。

キダチアロエキダチアロエ

▶キク科。名前の由来は「葉
にツヤがあるフキ」から。花
が咲き終わると、同じキク科
のタンポポのように「わた
ぼうし」ができる。食用にな
るがシマではあまり食されな
い。奄美大島や徳之島では人
気があり、すぐに採られてし
まうのであまり見かけない。

ツワブキツワブキ

今月の花　～FloweųŴ～

▶東南アフリカ及びマダガスカ
ル島（セイロン島は原産では
ない）が原産でベンケイソウ科
リュウキュウベンケイ属の多肉
植物。島では昔ながらの石垣
などで多く見られたが、最近は
あまり見かけなくなった。シマ
ユミタではダンソウ。写真は中
熊集落のゲートボール場にて。

セイロンベンケイセイロンベンケイ
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生
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・
湾
）

喜界町の住民基本台帳人口
（平成30年1月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,840 戸（０）
人 口  ・・・・ 7,242 人（３）
男   ・・・・ 3,562 人（１）
女   ・・・・ 3,680 人（２）

（　）は前月比、▲はマイナス

※ 

喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

も
、島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
）

を
さ
れ
た
方
は
戸
籍
の
窓
へ

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課

戸
籍
係
（
☎
65
ー
３
６
８
７
）

へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

久
保　

侑ゆ

な

の
菜
乃　

 

（
裕
侑
斗
・
赤
連
）

吉
田　

麗れ
い
の
す
け

ノ
介　

 

（
圭
吾
・
赤
連
）

德
田　

柚ゆ
ず
は華　

 　
（
健
一
・
羽
里
）

全
国
「
は
た
ち
会
」

　

ふ
る
さ
と
大
会
同
窓
生

安
田
民
謡
教
室

　

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

－－今 月 の 珍 風 景今 月 の 珍 風 景 －－

　1月 13日の早朝「あられ」よりも大きな「ひょう」が
確認された。連絡をくれた眞泉さんによると、朝方 4時
から 5時頃にかけて雨どいを叩き付けるような音がして、
7時前に庭を見ると一面真っ白だったとのこと。名瀬測
候所によると「1月 12日から 13日にかけ今季一番の寒
気が流れこんだ。この時、名瀬上空 1500m 付近でマイ
ナス 3度から 4度の気温を観測した。（平成 28 年に 115
年ぶりの雪を観測した時は 1500 ｍ付近でマイナス 7度
以下観測）あ

・ ・ ・

られやひ
・ ・ ・

ょうは積乱雲のなかで作られ、上
昇と下降を繰り返すうちに大きく成長して重さに耐え
られなり落ちてくる。気象用語として 5㎜以上のものを
ひ
・ ・ ・

ょう、5㎜未満のものをあ
・ ・ ・

られと定義する」とのこと。

眞泉さん宅にて（大朝戸）眞泉さん宅にて（大朝戸）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
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し
い
村
」
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い
ま
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。
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広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（平成 30年１月１日～１月 31日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

■　

編　

集　

後　

記　

■

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
今
月
号
の
表
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今
年
の
干
支
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を
ク
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、
ク
ネ
ン
ボ
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そ
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マ
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そ
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想
に
30
分
、
製
作
に
1
時
間
30
分
、

総
製
作
時
間
2
時
間
の
超
大
作
だ
。
さ
す
が
、
在
来
種

の
持
つ
力
。
思
い
つ
き
の
一
発
勝
負
で
作
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
い
い
味
出
し
て
く
れ
て
い
る
…
と
私
は
思
っ
て

い
る
（
笑
）。

■
さ
て
、
毎
月
の
紙
面
で
も
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
昨
年
か
ら
北
海
道
札
幌
市
に
あ
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

か
ら
毎
月
1
回
、
喜
界
島
の
魅
力
を
発
信
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。番
組
名
は
そ
の
名
も「
お
〜
い
！
喜
界
島
」。

詳
し
く
は
今
月
号
の
17
ペ
ー
ジ
・
25
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
こ
の
「
お
ー
い
！
喜
界
島
」
と
の
初
め
て

の
コ
ラ
ボ
企
画
で
「
新
成
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
」
を
8

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
や
は
り
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
新

た
な
紙
面
の
雰
囲
気
が
生
ま
れ
い
い
も
の
だ
。
読
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
「
お
ー
い
！
喜
界
島
」
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
か
ら
動
画
版
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
よ
り
雰

囲
気
が
伝
わ
る
は
ず
だ
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
苦
手
な
方

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
閲
覧

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
■
広
報
き
か
い
は
今
年
も
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
ネ
タ
切
れ
気
味
の
編
集

後
記
と
と
も
に
「
犬
馬
の
労
」
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
、
日
々
を
楽
し
み
な

が
ら
「
わ
ん
っ
ダ
フ
ル
な
一
年
を
！
」
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
生
3
度
目
の
年
男
・
夏
目
よ
り
）

日 月 火 水 木 金 土
2/1 2/2 2/3

●奄美病院巡回診
療（1/31 ～ 2/1）
【診療所 8:30～】
●資料整理旧館
【図書館】

●赤ちゃんおは
なし会【図書館
11：00～】
●喜界中学校
立志の集い

●節分おはな
し会【図書館
14：00～】
●統一模試中3
【ｺﾐ 8：00～】
●やる気塾
【ｺﾐ 14：00～】

2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10
●無料法律相
談会
【研修１3:３０～】

●団体貸付（各
保・子支援・早
学童）【各施設】

●土曜授業

2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16 2/17
●診療所　内科
診 療（～ 2/14）
【診療所8：30～】

●移動図書館第
7期1年～３年
【早町小１3:００～】

●移動図書館第7
期4年～6年
【早町小１3:００～】
●登記相談
【研修9：００～】
●乳児健診
【すこ13：15～】

●体操教室【集落
公民館19:００～】
●子育て支援来
館【図書館１１：
00～】

●体操教室
【コミ9:30～】
●やる気塾
【ｺﾐ 14：00～】

2/18 2/19 2/20 2/21 2/22 2/23 2/24
●第6回喜界島ゆ
かりの文学を楽しむ会
【図書館10：30～】
●シマ唄シマゆみた
発表会【コミ13：30～】

●母子相談
【子育11：00～】

●特別資料整
理休館（～２/
２８）【図書館】

●無料法律相
談会
【支所１3:３０～】

● 3 歳児健診
【すこ１3:15～】

2/25 2/26 2/27 2/28
●診療所　内科
診 療（～ 2/28）
【診療所8：30～】

●1歳児歯科
相談
【すこ13：30～】

●奄美病院巡回
診療（～3/1）
【診療所8:30～】
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